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東日本大震災で津波に流されてしまった
ものの、多くの人々から支援を受けて復
活した三川目小学校の『海鳴り太鼓』。
創立から 130 年。同校を支えてくれた
地域の人々への感謝と、未来への決意を
込め、子どもたちは太鼓を叩く。

三川目小学校
創立 130 周年記念式典
11 月 15 日／三川目小学校体育館
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

希
望
に
輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
市
政
へ

の
心
温
ま
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
沢
ま
つ
り
が
90
周

年
、
み
さ
わ
七
夕
ま
つ
り
が
60
周

年
、
そ
し
て
、
み
さ
わ
港
ま
つ
り

が
30
回
目
と
、
節
目
の
年
を
祝
う

行
事
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
な
ど
の
分
野
で
も
、
節
目

の
年
と
な
る
記
念
行
事
や
大
会
が

あ
り
、
ま
ち
中
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と

熱
意
に
、
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
三
沢
市
総
合
振
興
計
画

に
基
づ
き
、「
人
と
ま
ち 

み
ん
な

で
創
る 

国
際
文
化
都
市
」
の
基

本
理
念
実
現
の
た
め
、
諸
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

　

第
一
に
、
健
康
で
助
け
合
う
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
な
ど
各
種
が
ん
検
診

と
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、(

仮
称)

子
ど
も

館
整
備
事
業
を
進
め
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

第
二
に
、
環
境
と
共
生
し
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
仏

沼
な
ど
当
市
の
自
然
環
境
の
保
全

を
図
り
、
市
街
地
等
の
騒
音
や
水

質
等
の
調
査
を
継
続
し
、
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
そ
し

て
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、消
費
者
対
策
や
防
犯
対
策
、

自
主
防
災
組
織
拡
充
な
ど
災
害
対

策
に
努
め
ま
す
。

　

第
三
に
、
豊
か
な
心
と
体
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、（
仮
称
）

国
際
交
流
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
工
事
を
進
め
ま
す
。
小
中
学

校
の
暖
房
設
備
改
修
や
教
育
用
パ

ソ
コ
ン
の
更
新
な
ど
教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
、
当
市
の
特
性
を
生

か
し
た
児
童
生
徒
や
高
校
生
の
英

語
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
四
に
、
働
き
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
若
手
農
業
者
の

支
援
と
育
成
を
図
り
、
次
世
代
農

業
者
の
担
い
手
を
確
保
し
、
漁
業

振
興
で
は
岸
壁
な
ど
漁
港
施
設
の

保
全
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
産
業
導
入
と
雇
用
創

出
を
図
る
た
め
、
航
空
機
産
業
な

ど
の
企
業
誘
致
に
努
め
、
商
工
業

の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
観
光

資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
地
元
農
畜

海
産
物
を
活
用
し
た
特
産
品
や
ご

当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
に
便
利
な
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
定
住
人
口
確
保

の
た
め
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
基
本
構

　

市
議
会
で
は
、
基
地
周
辺
に
住

む
皆
さ
ま
の
民
生
安
定
と
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
、
基
地
対
策
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
当
市
の
重
要

課
題
で
も
あ
る
基
地
対
策
に
つ
き

ま
し
て
、
基
地
所
在
に
起
因
す
る

諸
問
題
の
調
査
、
解
明
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
移
転
補
償
対
象
区
域

等
の
見
直
し
や
、
三
沢
飛
行
場
第

二
滑
走
路
の
早
期
着
工
、
さ
ら
に

は
地
域
振
興
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
切
実
な
願
い
の
早
期
実
現
を

目
指
し
、
国
の
関
係
機
関
や
県
選

出
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
行
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
沢
駅
周
辺
整
備
事
業

の
整
備
促
進
と
併
せ
、
市
内
外
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
は
じ
め
と
し

た
交
通
体
系
強
化
に
よ
っ
て
、
市

民
生
活
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上

や
観
光
政
策
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
三
沢
駅
周
辺
地
域

等
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
を
設

立
し
、
調
査
、
研
究
を
重
ね
て
ま

い
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
民

生
常
任
委
員
会
の
各
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
的
確
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
管
す
る

事
務
調
査
お
よ
び
請
願
審
査
等
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
複
数
の
議
員
が
議

論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
多
面

的
価
値
を
出
せ
る
こ
と
が
大
き
な

特
長
で
あ
り
、
こ
の
特
長
を
生
か

し
た
政
策
機
能
や
監
視
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
我
々
議
員
に
課
さ
れ

た
使
命
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
皆
さ

ま
の
声
を
代
弁
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
市
民

の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り

あ
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議員の使命を果たし、
　　皆さまの期待に
　　　応える議会へ

三  沢  市  長

種 市  一 正

協働で築く  国際文化都市 みさわ

想
づ
く
り
を
推
進
。
三
沢
駅
周
辺

整
備
事
業
や
都
市
計
画
道
路
春
日

台
十
和
田
線
整
備
事
業
、
古
間
木

団
地
の
建
替
工
事
な
ど
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
健
全
で
開
か
れ
た
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
引
き
続
き
財

政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
地
域
活
動

の
拠
点
確
保
の
た
め
に
支
援
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
市
民
提
案
事

業
を
継
続
。
引
き
続
き
住
民
懇
談

会
を
開
催
し
て
、
皆
さ
ま
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

な
お
、
基
地
対
策
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
基
地
が
所
在
す
る

こ
と
に
よ
り
派
生
す
る
騒
音
や
各

種
障
害
、
事
件
・
事
故
に
対
し
て

毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

当
市
の
経
済
や
財
政
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
わ

た
り
幸
せ
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
協
働
を
基
軸

と
し
て
、
皆
さ
ま
と
の
対
話
と
連

携
を
積
み
重
ね
、
全
力
で
諸
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち

た
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
よ
り
私
ど
も
市
議
会
の
活
動

に
対
し
ま
し
て
、ご
理
解
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
市
議
会
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
活
動
状
況
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広

報
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
委
員
会
で
何
度
も
協

議
と
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
約
10

年
ぶ
り
と
な
る
「
三
沢
市
議
会
だ

よ
り
」
を
昨
年
８
月
に
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ま
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
広

報
紙
と
な
る
よ
う
、
公
募
に
よ
り

名
称
を
「
き
ず
な
」
と
決
定
し
、

現
在
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
市
の
一
般
事
務
に

つ
い
て
執
行
機
関
へ
見
解
を
求
め

る
一
般
質
問
で
は
、
よ
り
活
発
な

議
論
を
深
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
に
一

問
一
答
方
式
を
追
加
し
、
質
問
者

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
平

成
26
年
第
４
回
定
例
会
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

三 沢 市 議 会 議 長

小 比 類 巻  雅 彦
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三川目小学校　神  篤志 校長

　三沢村立簡易小学校の三川目分校として明治 17 年 5 月に開

校した同校は、地域の人々に支えられながら、多くの児童を育

成。東日本大震災など災害や困難を乗り越え、平成 26 年で創

立 130 周年を迎えました。 記念事業として環境整備やタイム

カプセルの掘り起こし、備品購入、記念誌発行などが行われ、

11 月 15 日には学習発表会と記念式典を開催。全校 41 人の児

童たちの晴れ舞台を一目見ようと、来賓、保護者、地域の人々

など 100 人以上が同校体育館に集まりました。

　第一部の学習発表会では、児童たちが学年ごとに、劇や楽器

演奏などを披露。4・5 年生は、津波で『海鳴り太鼓』が流さ

れ同校が避難所となった東日本大震災を振り返り、「荒波にも

負けず、三川目小の未来は続く。私たち一人ひとりが花となり、

三川目小を輝かせる」と、力強くメッセージを伝えました。日

頃からの学習や、この日のために重ねた練習の成果を見せる児

童たちの懸命で愛らしい姿に、保護者はもちろん地域の人々も

確かな成長を感じたことでしょう。神篤志校長が、これまでの

支援へ感謝しつつ、これからの決意の思いを伝えると、会場か

らは大きな拍手が送られていました。

　続く第二部の式典では、東日本大震災の津波で流されながら

も支援を受け復活した『海鳴り太鼓』を児童たちが演奏。記念

事業実行委員長の河村隆裕 PTA 会長が、感謝とともに「三川目

小にいることを誇りに思い、伝統を受け継いでほしい」と児童

へエールを送りました。同校の歴代校長および PTA 会長、教育

功労者として学校歯科医師、永年勤続者へ感謝状が贈られ、最

後は全校児童が校歌などを合唱。個性にあふれ、互いに助け合

い、生き生きと力強く咲く “41 輪の花 ” に、多くの人々が輝か

しい未来を感じたことでしょう。

　創立以来、市当局および地域の皆さま、
保護者の皆さまに多大なご支援をいただ
き、整った教育環境の中で、子どもたちが
のびのびと学習できていることに深く感謝
いたします。
　三川目小学校はこれまで、地域に愛され、
地域とともに歩んできました。この歩みを
大切にするとともに、これまで以上に皆さ
まと手を携えながら、一人一人の子どもた
ちの夢や可能性を伸ばし、地域が誇れる学
校づくりに努力していきたいと思います。

創立 130 年の節目に、力強く生き生きと咲く "41 輪の花 "
三川目小学校創立 130 周年記念式典・学習発表会　11 月 15 日／三川目小学校体育館

　三沢漁港周辺の港町にあり、漁業関係者の拠点となっていた漁民研修センター

と漁民厚生施設は、平成 23 年 3 月の東日本大震災で被災。建物自体は残った

ものの津波による損壊が大きく、漁民研修センター 1 階に事務所を構えていた

三沢市漁業協同組合（以下、市漁協）は、2 階研修室を仮設事務所として漁港

復旧や漁港運営など事務を行ってきました。市は、県の津波被害シミュレーショ

ンを考慮しつつ市漁協などと協議を重ね、国道 338 号線沿い、三川目小学校の

南側の高台へ移転を決定。復興庁から支援を受け、平成 25 年 1 月に着手した

事業が、平成 26 年 9 月末をもって完了しました。

　漁民厚生施設には漁業関係者が入浴・休憩できる設備を整え、漁民研修セン

ター内には従来の漁協事務所や研修室などの他に、新鮮な地元海産物や加工品

を販売する漁協の直売所を新設。また、直売所前広場には、震災を乗り越えた

飛躍への願いを込め、『津波の碑』を建設しました。この碑には、東日本大震災

の恐ろしさを伝える説明が刻まれているほか、先日解体された三川目地区の三

陸大津波慰霊碑から「地震海鳴りほら津浪」の銅板を移設。アーチ状のオブジェ

は、天空につながる門をイメージしているとのことです。

漁民研修施設等・漁民厚生施設復興整備事業の概要　　　　
事 業 期 間　平成 25 年 1 月 19 日～平成 26 年 9 月 30 日
事 業 費　５億 6,011 万 5,514 円
　 　 　 　　（うち復興交付金 ２億 5,569 万 3,735 円）
構 造 規 模　漁民研修センター等　鉄筋コンクリート造 2 階建
　　　　　　　　　　　　　　　　延床面積 1,300.03㎡
　　　　　　漁民厚生施設　　　　木造平屋建
　　　　　　　　　　　　　　　　延床面積 198.74㎡
漁協直売所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
営業時間　　　10:00 ～ 18:00（木曜日定休）
問い合わせ先　三沢市漁協直売所（☎ 54-4500）

漁民研修センターに海産物直売所を新設
さらなる漁業発展に期待
漁民研修センター等落成記念式典
　11 月 19 日／三川目４丁目地内

　11 月 19 日、完成した漁民研修センター内研修室に市や市漁協、

建設事業者など関係者が集まり、施設の安全運営願う神事を実施。続

いて、落成記念式典が行われました。式辞の中で三沢漁港復旧事業の

完了を宣言した種市市長は、震災の記憶が長く後世に伝えられること

を願い、漁業者・市漁協の尽力と関係者の支援に厚く感謝。土地提供

者や施工に関わった事業者へ感謝状を手渡しました。その後、施設前

でテープカットが、『津波の碑』前で除幕式が行われ、直売所がオー

プン。特別価格で提供されたサケやカニなど、海産物を次々と購入す

る来場者に、市漁協から無料のサケ汁が振る舞われました。生まれ変

わった漁業関係者の拠点施設に、新たな地元海産物の直売所。市漁業

のさらなる発展に、期待が高まります。
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地域経済の発展に貢献した
優良従業員および優良事業主を表彰

11 月 18 日

　商工会館で今年度の『優良従業員並びに優良事業主表彰式』
が行われ、勤続 20 年の 37 人、勤続 10 年の 89 人、勤続 5 年
の 108 人、計 234 人が優良従業員表彰を受賞。また、黒澤憲一
郎税理士事務所の黒澤憲一郎氏が、長年にわたり事業活動を通
じて地域の発展に貢献した事業主に贈られる優良事業主表彰を
受賞しました。
　勤続 20 年の表彰を受けた㈲つたや会館の苫米地俊市氏は、「入
社以来頑張ってこれたのは、諸先輩や同僚のご指導と後輩に恵
まれたおかげ。今後も市の産業振興を担う人材として一層精励
したい」と謝辞。黒澤氏も、「さらなる健全経営を目指し、市
商工業の発展のためにまい進したい」と、地域産業への貢献を
誓っていました。

　東北電力㈱三沢営業所の金澤政光所長と㈱ユアテック三沢営
業所の三浦博文所長が市長室を訪問。設置作業を含む LED ラン
プ防犯灯 4 基の寄贈目録を種市市長へ手渡しました。この寄贈

は昭和 40 年から続けられ、市
に寄贈した数は、今回を含める
と 441 基。金澤所長（中央）は「ま
ちの防犯や明るさにつながれば
ありがたいです」と話し、寄贈
の継続に意欲を見せていました。

東北電力㈱三沢営業所と㈱ユアテック三沢
営業所が LED 防犯灯を市へ寄贈

11 月 17 日

三沢商業高等学校２年４組が
『愛の輪基金』へ車いすを寄付

11 月 18 日

　三沢市社会福祉協議会が、寄せられた寄付を積み立て、さま
ざまな社会福祉事業に役立てている『愛の輪基金』。三沢商業
高等学校では、昭和 47 年に同基金への寄付を始め、平成 9 年
からは毎年度、文化祭のチャリティーバザーで得た収益金を寄
付し続けています。今年度は、2 年 4 組の 40 人が市内の商店街
等店舗をまわって衣類や食器など寄付を募り、10 月 4 日・5 日
に開催された同校文化祭『三商祭』でチャリティー販売。その
収益金約６万円の中から購入した車いす 1 台を『愛の輪基金』へ、
残りの約 3 万 6 千円を広島県大雨災害義援金へ寄付しました。
　11 月 18 日、チャリティーバザー全体の士気を高めてきた

（右端から）『社長』こと冨田 尭
とおい

君と『副社長』の久保田恭平
君、久保田愛

あ い り

梨さんが、クラスを代表して、担任の石田真先生
とともに三沢市社会福協議会がある総合社会福祉センターを訪
問。「みんなひとりひとり自分の仕事をやってきたのでよかっ
た」と話す冨田君は、クラスの努力が形となった車いすに感動
し、喜びの笑顔を見せていました。
　昭和 47 年から続ける同校の『愛の輪基金』への寄付は、今
回で 19 回目。これまでに車いす７台を含む総額約 70 万円を寄
付しています。この長年にわたる地道な活動が次世代を担う青
少年の寄付・募金活動を応援する公益社団法人 日本フィランソ
ロピー協会に評価され、同校は第５回青少年フィランソロピス
ト賞奨励賞を受賞。12 月 16 日に、東京都で贈呈式が行われ、
表彰状が授与されました。

語りの会『はまなす』が児童図書を寄贈。
市立図書館に『はまなす文庫』を新設

12 月 4 日

　平成 8 年に発足した語りの会『はまなす』は、市立図書館を
拠点に市内の小学校や保育園、児童センター、介護施設などを
訪問。手作りの紙芝居を使って地域の歴史や伝説を語り聞かせ
るなど活動を、これまで継続してきました。この長年にわたる
民間伝承活動が評価され、同会は平成 25 年 11 月に野間読書推
進賞を受賞。副賞の賞金で「地域の人々へ形に残る恩返しがし
たい」と、児童図書 63 冊（約 10 万円相当）を購入し、市立図
書館へ寄贈しました。
　12 月 4 日、同会の吉村五

え み こ

三子会長と大村千鶴子さん、前橋容
子さんが市長室を訪れ、種市市長へ目録を贈呈。寄贈図書を納
めた『はまなす文庫』が市立図書館 1 階に新設され、同日から
利用が開始されました。

三沢柔道スポーツ少年団が
東北ブロック柔道交流大会準優勝

12 月 4 日

　11 月 23 日と 24 日の 2 日間にわたり山形市で開催された、
第 34 回 東北ブロックスポーツ少年団柔道交流大会の小学生女
子団体の部へ、青森県代表として三沢柔道スポーツ少年団が出
場。1 チーム 3 人の団体戦に加藤美結さん（上久保小 6 年）、佐々
木芹菜さん（木崎野小 6 年）、三浦萌子さん（同）、村山七海さ
ん（木下小 6 年）、沼端柚

ゆ う り

有莉さん（野辺地小 6 年）の 5 人で
臨んだ同チームは、昨年からの連覇を目指して次々と東北の強
豪を撃破しました。しかし、決勝戦は 2-1 と惜敗。それでも、
体の大きな他県選手の中で、堂々２位の成績を収めました。
　12 月 4 日に市長室を訪れ、報告した選手 5 人を、種市市長は
笑顔で祝福。「日頃の練習の成果が発揮できたのでは。青森県
の誇りです。おめでとう」と讃えていました。

　ホテル・グランドヒル市ヶ谷（東京都）で開催された防衛大
臣感謝状贈呈式に種市市長が出席。防衛基盤の育成や防衛施設
の安定使用などに寄与し、わが国の防衛に貢献したとして、江
渡聡徳防衛大臣から感謝状を受領しました。また、その後の懇

談会では、大臣をはじめ副大臣
や政務官、防衛省幹部など多く
の方から種市市長へ、基地行政
の功労をねぎらう言葉が掛けら
れていました。

種市市長が防衛大臣感謝状を受領
10 月 25 日

◀感謝状を受け取る種市市長（左）

◀
謝
辞
の
中
で
感
謝
と
決
意
の
思
い
を
伝
え
る

　

苫
米
地
俊
市
氏

　㈱髙橋（新町）の代表取締役会長である髙橋博美氏（中央）は、
昭和 62 年から一般社団法人 三沢市観光協会の副会長を務め、
平成 17 年に会長に就任。以降 7 年間、市の観光振興に尽力し、

会長職を退いた現在も同協会の
顧 問 と し て 貢 献 し 続 け て い ま
す。今回、私財から 150 万円を
寄付した氏は「観光振興のため
に使っていただきたい」と、種
市市長へ目録を手渡しました。

三沢市観光協会顧問 髙橋博美氏が
　　　　「市の観光振興のために」と寄付

12 月 4 日

エネルギープロダクト株式会社が
再生エネルギーシステムを寄贈

11 月 19 日

　小型風力発電システムと自然エネルギー電源システムの設
計・製作・施工およびエンジニアリング事業を行うエネルギー
プロダクト㈱は、平成 11 年 11 月に三沢市の誘致企業として立
地協定を締結。その翌年から臨空東工業団地で操業を始め、平
成 27 年に 15 年の節目を迎えます。同社は、これまでの支援等
への感謝を込め、「得意な分野で何か貢献したい」と設置工事
も含めた再生可能エネルギーシステムを市に寄贈。同社が扱う
太陽光や風力、バイオマスなど再生可能エネルギーの発電設備
を、平成 27 年 4 月以降、災害時にも使用される市公共施設に
設置するとのことです。具体的なエネルギーや設置場所等詳細
は未定。同社も加わり策定した『三沢市地域新エネルギービジョ
ン』に沿って、市と協議を重ね決定するとのことでした。

◀
目
録
を
手
渡
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ト

　

㈱
の
丸
山
一
孝
代
表
取
締
役
（
左
）

航空自衛隊三沢基地が
『赤い羽根共同募金』へ寄付

11 月 26 日

　現在約 3,000 人の隊員が所属する同基地では、昭和 52 年度
から『赤い羽根共同募金』に協力。毎年、多くの募金を青森県
共同募金会 三沢市共同募金委員会へ贈っています。今年も 10
月から基地内隊員に募金を呼び掛け、集まった金額は 24 万 1,700
円。この日、三沢市社会福祉協議会事務所を訪れた第 3 航空団
司令部監理部長（当時）の荒川富

ふ み こ

美子 2 佐から、三沢市共同募
金委員会の沼田石会長へ目録が手渡されました。
　今回を含め、これまでに同基地から寄せられた共同募金の総
額は約 1,897 万円。その約７割が県共同募金会を経て市に交付
され、地域の福祉向上に役立てられているとのことです。荒川
2 佐は「少しでもご恩返しができれば基地としてうれしく思い
ます」と話し、募金のさらなる継続に意欲を見せていました。

◀
寄
付
金
を
手
渡
す
荒
川
富
美
子
２
佐
（
左
）

◀
「
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で

　

ほ
し
い
」と
話
す
吉
村
会
長（
右
か
ら
２
番
目
）
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市立三沢病院事業職員採用試験（追加）案内
市立三沢病院 管理課 庶務会計係（☎ 53-2161 内線 2121・2122）

【平成 27 年４月１日以降採用】
試　験　職　種 採用予定人数 受　験　資　格

薬 剤 師 ２人程度
昭和 50 年４月２日以降に生まれた者で、薬剤師の免許
を有する者

診療放射線技師 １人程度
昭和 50 年４月２日以降に生まれた者で、診療放射線技
師の免許を有する者

臨 床 検 査 技 師 １人程度
昭和 50 年４月２日以降に生まれた者で、臨床検査技師
の免許を有する者

理 学 療 法 士 １人程度
昭和 50 年４月２日以降に生まれた者で、理学療法士の
免許を有する者

助 産 師・ 看 護 師 15 人程度
昭和 45 年４月２日以降に生まれた者で、助産師および
看護師の免許を有する者

※受験資格については、それぞれ平成 27 年４月 30 日までに免許取得見込みの者を含みます。

試 験 日　２月８日（日）
試 験 内 容　教養試験、面接試験
試 験 会 場　市立三沢病院　会議室
申 込 方 法　１月５日（月）から市立三沢病院管理課で配布する採用試験受験申込書等に必要事項を記入し、お申し込
　 　 　 　　みください。申込書等は、市立三沢病院ホームページからダウンロードすることもできます。また、請求
　 　 　 　　と申し込みは郵送にも対応できます。
受 付 期 間　１月 13 日（火）～ 29 日（木）の 8 時 15 分～ 17 時（土・日・祝日は除く。郵送は 29 日必着）
書類請求・申し込み・問い合わせ先
　市立三沢病院  管理課  庶務会計係（☎ 53-2161 内線 2121・2122）〒 033-0022 三沢市大字三沢字堀口 164-65

市立三沢病院に導入された　　　　　　　　　をご紹介します

　市立三沢病院では、３月下旬に予定
している PET-CT 画像診断センターの
運用開始を前に、広く市民の皆さんに
知っていただくため、施設内覧会と市
民公開講座を開催します。

日　時　１月 31 日（土）14:00 ～ 15:00
場　所　市立三沢病院　PET 画像診断センター

問い合わせ先　市立三沢病院事務局（☎ 53-2161）

EVENT
PET-CT 施設内覧会（一般公開）

市立三沢病院

第二駐車場

第一駐車場

PET-CT
画像診断センター

正面玄関

PET-CT（陽電子放出断層撮影法 - Ｘ線断層撮影法）
は、生体機能の働きと臓器の形をそれぞれ画像化
し、両者を組み合わせた画像で検査します。全身
を一度に調べ、特に予想外のがんや、他の検査で
は発見できない原発不明がん、がんの転移・再発
などに威力を発揮する検査です。

日　時　２月６日（金）18:00 ～ 19:00（開場 17:30）
場　所　国際交流教育センター
講　師　ひたちなか総合病院
　　　　　放射線治療センター
　　　　　センター長
　　　　　　　　三橋  紀夫  氏
入場料　無料

問い合わせ先　市立三沢病院事務局（☎ 53-2161）

SEMINAR
市民公開講座「PET-CT を用いたがん診断」

PET-CT 検査

　12 月６日、道の駅みさわ斗南藩記念観光村で、『となみウィンター

ファンタジー』のオープニングイベントが開催されました。

　会場には JA おいらせや市漁業協同組合、道の駅みさわ産直友の

会などの露店が軒を連ね、ごぼううどん、イカ焼き、長いもすいと

んといった三沢の特産品を使ったグルメを販売。雪降る冬らしい

天候の中、来場者は歌のステージショーを楽しみながら、温かい料

理で三沢の冬を満喫していました。合計 12kg のもち米を来場者と

一緒についた餅は無料で振る舞われ、子どもたちにはサンタクロー

スからプレゼント。最後は、特大ツリーをはじめ会場内イルミネ―

ションが点灯し、冬花火が幻想的に夜空を彩りました。

となみウィンターファンタジーPhoto Pick Up

PET-CT 検査
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障害者控除対象者認定書を
発行しています

介護福祉課（内線 382）

　市では、要介護認定を受けている方に対して「障害
者控除対象者認定書」を発行しています。この認定書を、
所得税または市県民税の申告時に提出すると、障害者
控除を受けることができます。
対 象 者　次の要件をどちらも満たしている方
　　　　　①平成 26 年 12 月 31 日時点で三沢市から
　　　　　　「要介護１～５」の認定を受けている
　　　　　　②身体障害者手帳、愛護手帳、精神障害者
　　　　　　　保健福祉手帳の交付を受けていない
申請方法　対象者の介護保険被保険者証と申請書の印
　 　 　　鑑を持参の上、介護福祉課窓口で申請して
　　　　　ください。
※平成 26 年分の申告に使用する障害者控除対象者認
　定書の交付申請は１月５日（月）から受け付けます。

「税の申告」についての問い合わせ先
　　　　　　税務課　住民税係（内線 161・162）

「要介護認定」についての問い合わせ先
　　　　　　介護福祉課　介護福祉係（☎ 51-8773）

自動販売機の設置事業者を募集します
水道事業課（☎ 51-2373）・消防本部管理課（☎ 54-4276）

設置場所　上下水道庁舎（松園町 2-1-52）
　　　　　消防総合庁舎（堀口 17-36）
貸付期間　平成 27 年４月１日～平成 30 年 3 月 31 日
選考方法　貸付料についての一般競争入札
応募方法　募集要項と共に配布する申請様式に必要書
　　　　　類を添えて提出してください。
　　　　　※募集要項と申請様式は、市ホームページ
　　　　　　からダウンロードできます。
資料配布および募集期間
　１月 13 日（火）～ 30 日（金）

資料配布・応募・問い合わせ先
　上下水道庁舎については
　　水道事業課 庶務係（☎ 51-2373）
　消防総合庁舎へについては
　　消防本部 管理課（☎ 54-4276）

償却資産の申告を忘れずに
税務課　資産税係（内線 166）

　会社や個人で工場や商店などを経営している方、農
業・漁業を営んでいる方が、その事業のために使用し
ている機械・器具・備品・大幅な店内改装などは固定
資産税の対象となります。
　毎年１月１日現在の事業用資産が課税の対象となり
ますので、忘れずに申告してください。
申告期限　２月２日（月）
申告場所　税務課　資産税係（⑦番窓口）

市有地を売却・貸し付けします
管財課（内線 350・351）

　11 月 28 日に実施した一般競争入札において、応札
のなかった市有地を売却または貸し付けします。
入札参加申込書などの書類の提出
　受付場所　管財課 財産用地係（市役所本館２階）
　申込書類　▶市有地財産売払申請書
　　　　　　　または市有財産貸付申請書
　　　　　　▶申請箇所の位置図
　　　　　　▶利用計画図（貸付申請の場合）
　　　　　　▶住民票、身分証明書（売払の場合）
　※各申込書の様式は管財課で配布するほか、市ホー
　　ムページからダウンロードできます。
契約保証金の納付（売払申請の場合）
　契約を締結するまでに、契約金額の 100 分の 10 以
　上の額を、市が発行する納入通知書で納付していた
　だきます。
売買代金のお支払い
　売買価格からその一部として充当する契約保証金を
　控除した額を、市が発行する納入通知書で、一括し
　て市に納付していただきます。
貸付代金のお支払い
　市が発行する納入通知書で、一括して市に納付して
　いただきます。
※受け付けは先着順となります。
※現地説明会は行いませんので、事前に状況をご確認
　ください。
※詳細については、お問い合わせください。

問い合わせ先　管財課　財産用地係（内線 350・351）

砂森
１丁目

⑤砂森１丁目 4711 番 25
　雑種地 2,112.0㎡（638.8 坪）
　売却価格　380 万円

⑤
国道

338 号線

上下水道の引き込み・接続はできません

細谷
農村公園

①細谷２丁目 101 番 1418
　原野 963㎡（291.3 坪）
　売却価格　216 万円

①

国道
338 号線

上下水道引込可（公共ます未設置）

②淋代５丁目 687 番 73
　宅地 575㎡（173.9 坪）
　売却価格　253 万円

③淋代５丁目 431 番１
　雑種地 2,281㎡（690.0 坪）
　売却価格　566 万円

淋代海岸

市民の森へ

②
③

国道 338 号線

②　水道本管まで／市道（南側）から
　　約 4.5m（公共ます未設置）
③　給水管あり（公共ます未設置）

※用途区域：無指定　建ぺい率：70％　指定容積率：200％
※①②④は水道本管への引込可能です。ただし、かかる経費は
　購入者の負担となります。
※住宅以外の用途での下水道利用については、下水道課（内線
　335）へご確認ください。

体育功労者等表彰式を開催します
市民スポーツ課（内線 373）

　市のスポーツ振興へ特に功労のある方や、名誉とな
る特別な業績をあげた方などを表彰する式典を開催し
ます。
日　時　１月 23 日（金）15:00 ～
場　所　公会堂  大ホール

少年少女文化優秀賞等表彰式
を開催します

生涯学習課（内線 379）

　文化意識の高揚と文化活動を実践する気運を高める
ことを目的として、市内の小中学校や高等学校などに
在籍し、県大会・東北大会・全国大会等で優れた成績
を修めた児童生徒を表彰します。
　当日は、特に優秀な成績を修めた児
童生徒に、作品や技能を披露していた
だきます。児童生徒の晴れ姿を、ぜひ
ご覧ください。
日　時　２月６日（金）15:30 ～ 16:30
場　所　公会堂  小ホール

「2015 年 農林業センサス」にご協力ください
広報広聴課（内線 222）

　農林水産省では、平成 27 年２月１日現在で、全国一斉に「2015 年農林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、今後の農林業の政策に役立てるため、全国の農家や林家をはじめ、全ての農林業
関係者を対象に行われる『農林業の国勢調査』ともいうべき大切な調査です。平成 27 年１月中旬から
農林業を営んでいる皆さまのところに調査員が訪問して、農林業の経営状況など調査票への記入をお願
いしますので、ご協力をお願いします。

至 三沢空港 ④東岡三沢３丁目 41 番 646
　宅地 77.41㎡（23.4 坪）
　売却価格　107 万円

④ 水道本管まで／市道（西側）から約 3.5m
下水道本管まで／市道（西側）から約 5m
　　　　　　　　（公共ます未設置）

至 市立三沢病院
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※市ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀
ラ
リ
ー
や
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
で
、
競
技
の
魅

　
力
を
感
じ
な
が
ら
絆
を
深
め
る
参
加
者
た
ち

仲間との絆深める生涯学習スポーツ
市民ソフトバレーボール大会 11 月 30 日

　大きく柔らかなボールを使う 4 人制のソフトバレーボー

ルは、老若男女が気軽にプレーできる生涯学習スポーツ。全

選手に活躍の機会があるなど、独自の魅力を持っています。

　総合体育館で開催された今大会に、市内の小学生から一般

成人まで、性別・年齢を問わず 29 チーム約 300 人が参加。

小学 4 年生以下と 5 年生以上、一般女性、男女混合の 4 部

門に分かれ、楽しみながら優勝を争いました。打ちやすく、

拾いやすいボールによって、各コートでは長いラリーやファ

インプレーが続出。つないだボールが相手コートに落ちると、

笑顔を輝かせ、仲間と手を取り合い、喜びを分かち合ってい

ました。

一足早いクリスマスプレゼント
日米クリスマスコンサート 11 月 30 日

　音楽を愛する日米の子どもたちへ、貴重な発表と交流の機

会を毎年提供し続けている日米クリスマスコンサートに、市

内小学校や保育園、三沢クリスチャンセンターなど 7 団体

が参加。公会堂大ホールで、クリスマスにちなんだ歌や演奏

などを披露しました。

　上久保ダンスバトンクラブは、上久保小学校吹奏楽部の演

奏に合わせて華麗に演技。三沢少年少女合唱隊は、ハンドベ

ルと透き通るような歌声で会場を魅了しました。また、三沢

クリスチャンセンターのメンバーが歌う迫力の聖歌には、客

席から自然と手拍子が起こり、最後は出演者と来場者が一緒

に合唱。来場者は、一足早いクリスマスを楽しんでいました。

◀
美
し
い
声
で
「
♪Let it go

」
を
歌
う
三
沢
少

　
年
少
女
合
唱
隊

◀
人
形
を
使
っ
て
胸
部
圧
迫
に
よ
る
心
肺
蘇
生

　
法
を
教
え
る
キ
ン
グ
さ
ん
（
右
か
ら
２
番
目
）

『助けたい』という気持ちを伝えたい
応急手当普及員が外国人に救命講習 12 月６日

　三沢消防署が市消防本部で開催した、幼児・乳児に対する

救命講習会へ、外国人 6 人を含む 8 人が参加。11 月に市

消防本部初の認定を受けた応急手当普及員のキング美雪さん

が、英語を話せることから初めて講師を務め、外国人を含む

受講者へ 2 カ国語で救命処置法などを指導しました。

　キングさんから市民が救命処置の知識・技術を持つことの

大切さを学んだ受講者は、通報の仕方や胸部圧迫、AED を

使った心肺蘇生法などを習得。事前に準備した資料などを使

い、日本語と英語での説明を繰り返しながら、懸命に初めて

の講師を務めたキングさんは「助けたいという気持ちが伝

わってくれればと思います」と話していました。

受け継がれてきた伝統文化を次世代へ
伝統文化いけばな教室 12 月６日

　文化庁の支援を受け、市内各所で子どもたちが伝統文化な

どを体験・修得し、その成果を披露する『伝統文化親子教室』。

藤野艶
えんぽう

峯さんは、その指導者の一人として、下久保地区の自

宅で京都古流の華道を教えています。あいさつに始まり、花

木の歴史や道具・花木の扱い方。そして、季節を先取りした

日本の花木が最もきれいに見える生け方を教えているとのこ

と。クリスマスを前にしたこの日は、モミとヒバの木を使っ

たリースの作り方を参加者親子に伝授しました。「昔から受

け継がれてきた花木の生かし方を次世代の子どもたちに伝え

ていくのは私たちの役目」と話す藤野さん。より多くの若者

が伝統文化に触れ、継承してくれることを願っていました。

◀
モ
ミ
と
ヒ
バ
の
木
を
使
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
用

　
の
リ
ー
ス
作
り
を
教
え
る
藤
野
さ
ん
（
右
）

子どもたちに笑顔と木のぬくもりを
保育所に県産材積み木セットを寄贈 11 月 26 日

　三沢市公園緑化公社「緑の募金」活動委員会と青森県緑化

推進委員会が「緑の募金」を活用し、東日本大震災の影響

を大きく受けた沿岸地域にある鹿中保育所とおおつ保育園、

チャリティー第一保育園のそれぞれへ、県産木材を使った積

み木 10 セットを寄贈しました。

　積み木は軽く、木のぬくもりが感じられる県産のスギ・ヒ

バ製。角を丸く、飲み込んだりしないよう大きく作られてお

り、小さな園児でも安心して遊ばせることができます。贈呈

式後、積み木を取り出し楽しそうに遊ぶ園児たち。「子ども

たちの気持ちを明るく、木のぬくもりを感じてほしい」。両

委員会の願いは通じ、園内は明るい笑顔であふれていました。

◀
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と
気
勢
を
あ
げ
る
『
三

　
沢
ほ
っ
き
丼
』
参
加
店
代
表
者

新たな丼を加え成功に向け一致団結
『三沢ほっき丼』決起集会 11 月 27 日

　12 月 1 日からの『三沢ほっき丼』販売開始を前に、参加

店舗 30 店のうち約 20 人の代表者が市役所へ集結。PR 用

のパンフレットやポスターなどが配布されました。

　市観光物産課地産販売推進室の新堂室長は、参加店舗の毎

年の尽力を労いながら、「おいしい三沢のほっき丼を当市の

名物にしましょう！」とエール。続いて、新規参入店の代表

者へ、参加店の証である木札と昇り旗が手渡されました。新

規参入店の一軒、レストラン N
ノースフォーティフォーティ

orth40-40 の料理長・平林

さんは「洋食店としては初めてなので、ぜひ頑張っていきた

い」と決意。最後は、今年の『三沢ほっき丼』の成功に向けて、

集まった参加店代表者全員で心合わせ気勢をあげました。

◀
木
の
香
り
や
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
大

　
好
き
な
積
み
木
遊
び
を
楽
し
む
園
児
た
ち

◀各種測定で健康状態を
　知る来場者

　「現在の健康状態を把握し、日頃の食生活や生

活習慣を見直す機会にしてほしい」と、市が総

合社会福祉センターで総合的健康増進イベント

を開催。会場には、生活習慣病やがん、自殺な

どの予防意識を高める各種展示物が設置され、

上十三保健所、三沢市保健協力会、食生活改善

推進員会、精神保健福祉ボランティアさつき友

の会など約 60 人が協力しました。

　各種測定ブースで

は、健康状態を気に掛

け集まった多くの人々

が血流（毛細血管）

や血管年齢、姿勢な

各種測定や体験、講演で
健康づくりへの感心高める
みさわ健康フェア

11 月 22 日

講演の中で、手軽にできる健康増進法を教える長島氏▼

できごと つうしん

どを測定。また、八戸市出身で薬剤師ほか多彩な資格を

持つ文武両道のカリスマ講師・長島寿恵氏が『聞くだけ

で 10 歳若返る！からだの調子がどんどんよくなる生き

方・食べ方・動き方』と題して、自らの経験に基づく健

康法や考え方などを講演しました。その他にも、食生活

改善推進員による減塩のための出汁試飲や健康レシピ試

食を実施。来場者は各種測定や体を動かしながらの講演

など、さまざまな催しを楽しみながら、健康づくりへの

関心を高めていました。
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広 告広 告

７日㈬・21 日㈬
２月４日㈬

13 時～ 16 時

20 日㈫・２月 10 日㈫
13 時～ 16 時

27 日㈫ 13 時～ 16 時

13 日㈫
10 時～ 15 時

８日㈭・22 日㈭
9 時 30 分～ 15 時

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時 30 分

毎週㈪～㈮ 9 時～ 17 時 30 分
㈯・㈰・㈷ 10 時～ 16 時

随時
電話相談可

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時 30 分

毎週㈪～㈮
9 時～ 16 時

毎月第２㈫
14 時～ 16 時

相談日時は事前に
お問い合わせ

ください

毎週㈪～㈮
8 時 15 分～ 16 時

 

多
重
債
務
相
談
窓
口

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
な
ど
を

伺
い
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等

の
専
門
機
関
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

相
談
は
、
電
話
・
来
所
そ
れ
ぞ
れ

可
能
で
、
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

と　

き　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

　
　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

と
こ
ろ　

青
森
市
新
町
２-

４-

25

　
　
　
　
　

青
森
合
同
庁
舎
３
階

▼
問　

青
森
財
務
事
務
所

（
☎
０
１
７
ー
７
７
４
ー
６
４
８
８
）

 

借
金
と
こ
こ
ろ
の
無
料
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

弁
護
士
や
保
健
師
な
ど
の
相
談

員
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
借
金
だ
け

で
な
く
、
心
の
ケ
ア
や
生
活
再
建

に
向
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と　

き　

１
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

総
合
社
会

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
三
沢
郵
便
局
裏
）

※
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

▼
問　

青
森
り
ん
ご
の
会
〔
青
森

多
重
債
務
被
害
等
を
な
く
す
会
〕

（
☎
０
１
７
ー
７
１
８
ー
３
７
９
２
）

 

相
続
登
記
無
料
相
談
会

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

相
続
登
記
は
期
限
が
定
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、手
続
き
が
遅
れ
が
ち
。

売
買
や
融
資
に
支
障
を
来
さ
な
い

た
め
に
は
、
早
め
に
終
わ
ら
せ
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
手
続
き

も
個
々
の
事
情
で
千
差
万
別
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
専
門
家
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
初
回
相
談
無
料
）

期　

間　

２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

　
　
　
　
　
　
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）

と
こ
ろ　

県
内
の
各
司
法
書
士
事

　
　
　
　

務
所

※
事
前
に
各
司
法
書
士
事
務
所
へ

　

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
問　

青
森
県
司
法
書
士
会　

（
☎
０
１
７
ー
７
７
６
ー
８
３
９
８
）

 

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

 

三
沢
市

　

平
成
27
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
の
販
売
、

製
造
、
役
務
の
提
供
、
売
買
、
印

刷
な
ど
を
請
負
ま
た
は
受
注
し
よ

う
と
す
る
市
内
の
業
者
は
、
提
出

要
領
に
定
め
る
書
類
を
提
出
（
直

接
持
参
）
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
27
日
㈮

　
　
　
　
　
　
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）

※
提
出
要
領
は
管
財
課
で
配
布
す

　

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
申
問　

管
財
課　

契
約
係

　
　
　
（
内
線
３
５
２
・
３
５
３
）

 

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

　

平
成
27
・
28
年
度
に
発
注
す
る

物
品
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
平
成
27
年
度
に
発
注
す
る
建

設
工
事
の
入
札
な
ど
に
参
加
す
る

業
者
は
、
申
請
要
領
に
従
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
15
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
16
日
㈪

　
　
　
　
　
　
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）

※
平
成
26
年
受
付
期
間
に
申
請
し

　

た
場
合
は
不
要
で
す
。

※
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
組

　

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
問　

十
和
田
地
区
環
境
整
備

事
務
組
合
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
（
☎
55
ー
２
１
７
８
） 

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）
問 場 子育てサロン  ミルキールーム（☎ 51-1512）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター（☎ 017-722-3343）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

 

消
防
出
初
式

地
域
を
守
る
勇
姿
を
披
露

　

新
年
を
迎
え
、
一
年
間
の
無
災

害
を
祈
念
し
、
消
防
団
員
な
ど
が

雄
気
堂
々
と
分
列
行
進
を
し
ま

す
。
多
数
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と　

き　

１
月
18
日
㈰
10
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
前
道
路

※
会
場
の
周
辺
道
路
で
は
、
通
行

　

止
め
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問　

消
防
本
部
管
理
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
ー
４
２
７
５
）

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

第
８
回
あ
お
も
り
科
学
大
賞

　

県
内
小
中
学
生
が
身
近
で
見
つ

け
た
素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
、
自

由
に
研
究
・
体
験
し
た
成
果
を
発

表
し
ま
す
。

　

観
覧
者
を
対
象
と
し
た
、「
東

京
科
学
館
の
旅
」
な
ど
豪
華
賞
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
14
時

と
こ
ろ　

特
別
展
示
室

観
覧
料　

無
料

▼
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）   

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

懐
か
し
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

と　

き　

１
月
18
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

三
沢
ハ
ー
ト
フ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ー
ン
ズ

曲　

目　

上
を
向
い
て
歩
こ
う
、

　
　
　
　

大
き
な
古
時
計　

他

入
場
料　

無
料

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
『
チ
ル
ビ
ー
～
ぼ
く
も

　
　
　
　
　

  

ヒ
ー
ロ
ー
の
巻
』
他

と　

き　

１
月
10
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

図
書
館
わ
く
わ
く
ト
ー
ク

テ
ー
マ　
『
コ
ケ
の
魅
力
、
コ
ケ

　
　
　
　

の
世
界
』

と　

き　

１
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

冬
の
お
は
な
し
会

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
お
と
ま
り

お
は
な
し
会
』
で
す
。
大
切
に
し

て
い
る
、
ぬ
い
ぐ
る
み
・
お
人
形

と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
24
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
室

参
加
料　

全
て
無
料

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

ア
ロ
マ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

香
る
ア
ロ
マ
か
ら
感
じ
る
ア
ロ
マ
へ

　

香
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な

い
！　

直
接
肌
に
塗
っ
た
り
、
飲

ん
だ
り
で
き
ち
ゃ
う
最
高
級
の
ア

ロ
マ
を
実
際
に
体
験
で
き
ま
す
。

　

英
国
Ｉ
Ｆ
Ａ
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
石
井
あ
や
こ
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
健
や
か
で
幸
せ
な
毎
日
を

送
る
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
28
日
㈬

　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

国
際
交
流

　
　
　
　
　
　
　

教
育
セ
ン
タ
ー

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

１
月
27
日
㈪

▼
申
問　

ヤ
ン
グ
リ
ヴ
ィ
ン
グ
社

中
山

（
☎
０
９
０
ー
２
９
７
８
ー
９
７
３
３
）

 

普
通
救
命
講
習
会

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

と　

き　

１
月
24
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど
。

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

太
極
拳
講
座

一
般
の
方
を
対
象
に
基
本
を
学
ぶ

と　

き　

２
月
７
日
㈯
～
28
日
㈯

　
　
　
　

の
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　

武
道
館　

剣
道
場

対　

象　

小
学
校
高
学
年
以
上

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円

申
込
期
間　

１
月
７
日
㈬
～

▼
申
問　

武
道
館

　
　
　
　
　
（
☎
54
ー
０
０
５
０
）

 

市
民
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

２
月
15
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

チ
ー
ム
構
成

▼
小
学
１
・
２
年
生

▼
小
学
３
・
４
年
生

▼
小
学
５
・
６
年
生

▼
一
般
（
中
学
生
以
上
）

※
監
督
１
人
、
選
手
15
人
以
内

※
小
学
生
チ
ー
ム
の
監
督
は
教
員
、

　

保
護
者
、
地
域
育
成
者
な
ど

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

２
月
２
日
㈪

※
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
に
設
置
す
る

　

申
込
用
紙
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
２
）

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

52
ー
３
９
６
３
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

問い合わせ先　　申し込み先　　開催場所問 場申

催 

し

催 

し

催 

し

講
座 

教
室

講
座 

教
室

講
座 

教
室

・・・

募 

集

募 

集

募 

集



広 告広 告

講　座・講　師 開　設　日　時 講師から一言 受講料・定員

英会話講座
スウィンク  レイチェル  講師

毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
1/20,27,2/3,10,17,24,3/3,10,17　　全 9 回

実際に使える英語を学びます。初心者も歓
迎します。（託児 100 円 / 回※要予約）

受講料 3,600 円
定　員 20 人

サバイバルジャパニーズ（日本語初級）講座
アトキンソン  みゆき  講師  

毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
1/20,27,2/3,10,17,24,3/3,10,17 　　全９回

市内在住の外国人を対象とした講座です。
初心者のための使える日常会話を学びます。

（託児 100 円 / 回※要予約）

受講料 3,600 円
定員 20 人（外国人）

英語初級講座
田中  多恵子  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 19:30
1/27,2/3,10,17,24,3/3　　　　　　全６回

バラエティに富んだ内容で優しく英語を学
びます。（中学３年程度）

受講料 2,400 円
定員 20 人

英会話中級講座
ロバート  ジョシュ  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 19:30
1/27,2/3,10,17,24,3/3　　　　　　全６回

もう一歩進んだコミュニケーションを望ん
でいる人が対象です。

受講料 2,400 円
定員 20 人

申込方法　電話でお申し込みください。（希望する講座名、住所、氏名、連絡先電話番号）
申込期間　１月 13 日（火）～ 16 日（金）※定員に達し次第、申込受付を終了します。
※受講料は、講座初日に現金でお釣りのないようお支払いください。
　なお、受講者の事情により、講座を休んだり、途中で受講をやめた場合は返金できません。
※諸事情により、上記の日程や講師が変更になる場合があります。

★申し込み・問い合わせ先　みさわ国際交流協会〔国際交流教育センター内〕（☎ 080-6022-1349 ※㈯㈰㈷を除く 10:00 ～ 16:00）

LECTURE
語学講座のご案内

募集種目 対象者 定　員 試験内容

製　版　科
身体障害者

15 人 職業適性検査
面接OA 事務科 15 人

作業実務科 知的障害者 10 人
職業適性検査
面接（保護者同伴）

訓練期間　１年間（４月～３月）
試 験 日　２月 20 日（金）
試験会場　県立障害者職業訓練校
　　　　　（弘前市緑ヶ丘 1-9-1）
合格発表　２月 26 日（木）9:00 ～
募集期間　１月５日（月）～２月 12 日（木）
★問い合わせ先　県立障害者職業訓練校（☎ 0172-36-6882）

INVITE
県立障害者職業訓練校　訓練生を募集します

住宅用火災警報器の設置（寝室、階段など）がまだのご家庭は
早急に設置しましょう。　　消防本部予防課（☎ 54-4279）

ストーブによる火災を起こさないため、注意しましょう。

▶ストーブの周りにスプレー缶などを置かない。

▶ストーブの周りに洗濯物を干さない。

▶給油は、必ずストーブの火を消してから行う。

▶石油タンクのキャップが閉まっ

　ているか確認する。

▶点火する前に、灯油がこぼれて

　いないか確認する。

▶部屋を離れるときは、

　ストーブの火を消す。

「ストーブ」火災にご注意ください！

ワンポイント消防

宅配便やレターパックで現金は送金できません！
　宅配便やレターパックでの送金を指示されても、絶対に応
じないでください。
▶不審な内容の送信元相手には連絡しない。
▶不審な電話には、はっきり「迷惑です」と
　言って切りましょう。理由は不要です。
　「おかしいな」「変だな」と思ったら、
一人で悩まずに、ご相談ください。

★相談・問い合わせ先　市消費者相談センター（☎ 53-5350）
　　　　　　　　　　　三沢警察署（☎ 53-3145）

INFORMATION
「宅配・メール便で送金して」

　　　　　と言われたら、それは詐欺です！

▼
源
泉
徴
収
票
の
再
発
行
に
関
し
て
は

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

▼
お
急
ぎ
の
方
は
、
八
戸
年
金
事
務
所

で
も
再
発
行
し
ま
す
。

　
（
☎
０
１
７
８
―
43
―
７
３
６
８
）

▼
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

も
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

　

平
成
26
年
分
の
源
泉
徴
収
票
は

い
つ
送
付
さ
れ
ま
す
か
？

Ｑ　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢

年
金
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
所
得

税
法
で
雑
所
得
と
さ
れ
、
所
得
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
源
泉

徴
収
票
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

け
て
い
る
方
に
昨
年
中
に
支
払
っ

た
年
金
額
や
、
年
金
か
ら
差
し
引

い
た
所
得
税
額
な
ど
を
通
知
す
る

も
の
で
、
毎
年
１
月
中
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
た

り
、
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
以
外
に
も
、

医
療
費
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
方

は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署

等
へ
提
出
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募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 １次試験場所

陸上自衛隊
高等工科学校生徒（一般）

男
中卒（見込み含む）

17 歳未満
受付中～１月９日（金）

１次／ 1 月 24 日（土）
２次／ 2 月    5 日（木）～ 8 日（日）

受付時に通知

自衛官候補生 男
18 歳以上
27 歳未満

年間を通じて受付中 受付時に通知 受付時に通知

防衛大学校
一般採用試験（後期日程）

男女
18 歳以上 21 歳未満（細部は
募集要項をご確認ください）

１月 21 日（水）～ 30 日（金）
１次／ 2 月 28 日（土）
２次／ 3 月 13 日（金）

防衛大学校

※応募資格については、募集要項をご確認ください。また、詳細については、お問い合わせください。
※「広報みさわ」平成 26 年 10 月号 24 ページの自衛官募集記事で、高等工科学校生徒の受付期間が
　１月 29 日（木）までとなっていましたが、正しくは１月９日（金）までです。
　訂正してお詫びいたします。

★問い合わせ先　自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

募集戸数　２DK　１戸
場 所　桜町３丁目１番 21 号（図書館付近）
家 賃　月額　17,700 円～

　 　※所得に応じて決定。敷金は家賃の３カ月分。
募集期間　１月５日（月）～ 19 日（月）
入 居 日　３月１日（日）
選考方法　入居資格を審査の上、抽選で決定
入居資格　共に自立した日常生活が可能な 60 歳以上の
　　　　　２人世帯（同居者は親族に限る）で、次の全て
　　　　　に該当する方
　　　　　①三沢市民であるか三沢市内に勤めていること
　　　　　②住宅に困っていること
　　　　　③所得が政令で定められた金額以下であること
　　　　　④税金の滞納がないこと
　　　　　⑤暴力団員でないこと
※緊急通報システムに接続するため、
　固定電話が必要です。

★申し込み・問い合わせ先
　建築住宅課
　（内線 260・263）

INVITE
市営桜町団地の入居者を募集します

持続可能な町内会の魅力ある活動と運営を考えましょう！
▶住民から見た「求める活動」とは▶参加率を高めるヒント
▶学校・企業・NPO との連携▶活動を発展させる情報発信
など、課題を解決したい方は、ぜひご参加ください。
日 　 時　２月６日（金）13:30 ～ 16:30
場 　 所　公会堂３階　8・9 集会室
講 　 師　地域再生コンサルタント　水津  陽子  氏
定 　 員　50 人（先着順）
参 加 料　無料
申込締切　２月２日（月）
★申し込み・問い合わせ先　広報広聴課（内線 345）
　FAX  52-5655　Ｅメール  koho@city.misawa.lg.jp

INFORMATION
町内会活性化支援セミナー

町内会に加入しましょう！
　町内会は、地域に住む人々が自主的に組織する任意団体で、
住みよい地域をつくるため活動しています。また、大規模災
害などに備えて、自主防災会を組織して活動して
いる町内会もあります。地域で助け合う町内会に
加入しましょう。
★町内会加入に関するお問い合わせ先
　各地域の町内会長または広報広聴課（内線 345）
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日 時　２月 22 日（日）9:00 ～ 12:00
場 所　三沢アイスアリーナ
定 員　小学生の部 12 チーム
　　　　　一般（中学生以上）の部６チーム
　　　　　※１チームは補欠２人を含む 10 人（先着順）
参 加 料　小学生の部　１チーム 2,000 円
　　　　　一般の部　　１チーム 3,000 円
申込締切　２月 13 日（金）
※当日は、手袋、帽子、防寒具、長靴
　（スパイク不可）などをご準備ください。

★申し込み・問い合わせ先
　三沢アイスアリーナ（☎ 57-2100）FAX 57-2110

EVENT　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

氷上つなひき大会

　古くから伝わるトランプゲームで地域の習慣に触れ、読み
や駆け引きを楽しみましょう！
　チーム（５人）でも、個人でもお申し込みできます。

日 　 時　１月 25 日（日）10:00 ～（受付 9:00 ～）
場 　 所　市民の森老人福祉センター　大広間
対 象　市内在住の方ならどなたでも
定 　 員　10 チーム（50 人）
参 加 料　１人 2,000 円（昼食付）
申込締切　１月 18 日（日）

★申し込み・問い合わせ先
　市民の森老人福祉センター（☎ 59-3388）　FAX 59-3735

EVENT　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

ゴニンカン トランプ大会　参加者募集

▶ワクワク親子スキー体験
　日　時　１月 24 日、31 日、２月７日
　　　　　の（土）9:30 ～
　定　員　各回 10 組程度（先着順）
▶大人の歩くスキー体験
　日　時　１月 21 日、28 日、２月４日、
　　　　　11 日の（水）9:30 ～
　定　員　各回 15 人程度（先着順）
場 　 所　いずれも市民の森総合運動公園
受 講 料　無料
　　　　　※ただしコース使用料が必要です。（高校生以上　
　　　　　　300 円／３時間、小中学生は土曜日無料）
申込締切　各開催日の１週間前まで
※当日は、防寒着、手袋、靴下（２枚程度）、タオルをご準備
　ください。

★申し込み・問い合わせ先　NPO 法人マン・パワー（☎ 57-2322）

LECTURE
市民の森   歩くスキー体験講座

日　　時　アイスホッケー教室
　　　　　２月 17 日（火）、19 日（木）、24 日（火）、26 日（木）
　　　　　３月 3 日（火）、5 日（木）、10 日（火）
　　　　　の 18:15 ～ 19:00
　　　　　フィギュアスケート教室
　　　　　２月 4 日（水）、18 日（水）の 17:15 ～ 18:00
　　　　　２月 7 日（土）、8 日（日）、14 日（土）、15 日（日）、
　　　　　21 日（土）の 15:30 ～ 16:15
場 所　三沢アイスアリーナ
対 象　年長から小学６年生まで
定 員　各 30 人（先着順）
参 加 料　1,000 円（滑走料７回分）
申込方法　保護者、家族が
　　　　　直接お申し込みください。
申込期間　１月 18 日（日）9:00 ～
　　　　　定員になり次第終了
※当日は、手袋、帽子、防寒具、スケート靴（レンタルは 310 円）
　をご準備ください。

★申し込み・問い合わせ先　三沢アイスアリーナ（☎ 57-2100）

LECTURE チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

アイスホッケー・フィギュアスケート教室

　バンド演奏やダンス、お笑いなど、
企画・演出・出演の全てを高校生が手
作りするエンターテインメントです。
日　時　２月８日（日）13:00 ～
場　所　スカイプラザミサワ２階
入場料　無料

★問い合わせ先
　Resonance（レゾナンス）（☎ 090-6625-2253）
　Ｅメール  resonance_mis@yahoo.co.jp

EVENT
高校生パフォーマンスライブ

　三沢市の古い集落に長く伝承されてきた郷土芸能。その保
存・伝承に取り組んできた 10 保存会の活動の成果をご披露
します。

　40 回目を迎える今回は、受験生や厄除け
をしたい方を募り、開演中にお祓

は ら

いをして
いただきます。また、踊りの衣装を着けて
の記念撮影なども計画しています。
　たくさんのご参加をお待ちしています。
日　時　１月 12 日（月祝）10:00 ～ 15:00
場　所　公会堂小ホール
入場料　無料

★問い合わせ先　生涯学習課  文化振興係（内線 379）

EVENT
民俗芸能公演会

上十三・十和田湖広域定住自立圏域内で

開催されるイベントなどの情報をお知ら

せします。

　約３万個の電球が、冬の焼山を彩ります。
期　間　開催中～２月 28 日（土）
場　所　奥入瀬温泉郷中心エリア（十和田市焼山地区）
★問い合わせ先
　奥入瀬インフォメーション hakocco.（ハコッコ）
　（☎ 0176-74-2700）

　　　   十和田市
　　　奥入瀬イルミネーション 2014

　指定された５つの店で好みの飲み物を飲み、確認の印を
もらったら、商工会館での抽選会に参加しよう！
期　間　２月４日（水）18:00 ～
場　所　十和田商工会館
　　　　（受付場所）

★問い合わせ先　十和田商工会議所（☎ 0176-24-2111）

第 27 回  とわだ雪見ラリー
　春を告げ五穀豊穣を祈願する百石えんぶりは、190 年以
上の伝統を持つ、上北郡内に唯一残るえんぶり。手で押さ
えず、烏

え ぼ し

帽子を激しく振るのが特徴です。
日　時　２月 15 日（日）     9:30 ～若宮八幡宮で奉納摺り、
　　　　　　　　　　　　　　　　町内門付け
　　　　２月 16 日（月）　  9:00 ～町内門付け
　　　　２月 17 日（火）　10:30 ～八戸えんぶり一斉摺り
　　　　　　　　　　　　　　　　出演
場　所　おいらせ町百石地区

★問い合わせ先
　おいらせ町社会教育・体育課（☎ 0178-56-4276)

　　　  おいらせ町
　　    百石えんぶり  

　小川原湖公園の特設釣り堀でワカサギの氷上釣り気分が
味わえます。

期　間　１月 10 日（土）～３月８日（日）
場　所　小川原湖公園特設釣り堀（東北町）

★問い合わせ先　東北町役場  商工観光課（☎ 0176-56-4148）

　　　  東北町
　　   ワカサギ釣り堀

　昔から受け継がれてきた日本の各種伝統文化を子どもたち
に伝える「伝統文化親子教室」。その成果をご披露します。
展示部門（生け花）
日　　時　１月 24 日（土）10:00 ～ 15:00
場　　所　公会堂　１階エントランスホール
展示団体　小原流、池坊河村社中、池坊古田社中、京都古流
舞台部門（琴、日本舞踊）
日　　時　１月 24 日（土）
　　　　　13:30 ～ 15:00（開場 12:30）
場　　所　公会堂　小ホール
入 場 料　無料
★問い合わせ先
　三沢市文化協会事務局長　齋藤（☎ 57-0934)

EVENT
伝統文化こども教室発表会

期　　日　２月７日（土）～８日（日）※１泊２日
場　　所　公立小川原湖青年の家
内 容　雪上運動会（雪玉入れ、雪上綱引き、ノルディッ
　　　　　クスキーなど）、スノーバトル体験、思い出フォ
　　　　　トフレームづくり
対　　象　小学校４年生～中学生
定 　 員　30 人（多数の場合は抽選）
参 加 料　2,000 円
申込締切　１月 28 日（水）12:00

★申し込み・問い合わせ先
　公立小川原湖青年の家（☎ 56-2393)　FAX  56-5042

EVENT
冬の自然体験教室
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広 告広 告

休  日  救  急  診  療
１月   １日（木祝） 得居泌尿器科医院 50-1333

１月   ２日（金） すずき小児科内科クリニック 52-6555

１月   ３日（土） みさわクリニック 53-3739

１月   ４日（日） まつぞのクリニック 52-5050

１月 11 日（日） 岡三沢診療所 50-1237

１月 12 日（月祝） こおり耳鼻科クリニック 53-3387

１月 18 日（日） あいざわクリニック 58-7370

１月 25 日（日） 下田診療所 0178-56-3116

２月   １日（日） 青い森こどもアレルギークリニック 58-7400

２月   ８日（日） さいとう耳鼻咽喉科クリニック 50-1406

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

　「笑う門には福来る」とは、古くから伝わるこ

とわざ。笑うと脳の中に“幸せのホルモン”と呼

ばれるベータエンドルフィンが分泌され、「心が

明るくなる」「血圧が安定する」「病気に対する免

疫力が高まる」など、さまざまな効果があるとい

われています。

　ますます寒い季節となりますが、バランスのよ

い食事と体を動かすこと、十分な睡眠を心掛けて、

大いに笑い、健康な生活を過ごしましょう。

バランスのよい食事に気を付けましょう
年末年始は食事のバランスが崩れがちです。
▶食べ過ぎたと思ったら、翌日の食事で調整する。
▶おそばのトッピングや鍋料理では、野菜を意識
　して食べる。漬物は塩分オーバーに注意する。
▶アルコールは適量を意識する。
▶歯磨きをして、食事の時間に区切りをつける。
▶体が温まる食材（ねぎ、にんじん、しょうが等）
　を食べる。

体を動かしましょう
寒いと家の中にこもりがち。しかし、
気温の低い冬は、体を動かすとカロ
リー消費量もアップします。
▶防寒対策をして外に出る。
▶寒いと猫背になりがちですが、意識して背筋を
　伸ばす。
▶家事で体を動かすこともカロリー消費大。
▶テレビを見ている時間を利用して筋力トレーニ
　ングやストレッチをする。
▶機械を使わない雪かきや雪遊びもよい運動にな
　ります。
※冬は路面が凍結したり雪で凸凹している箇所が
　あります。滑り止め付の靴を履くなど、転倒に
　注意しましょう。

十分な睡眠をとりましょう
夜更かしが続いていませんか？
深い睡眠時に出る成長ホルモンは、体
の成長や疲労回復、修復に効果があり

ます。また、心の安定にもつながります。
▶起きる時間を一定にする。
▶朝日を浴びて、体内リズムをリセットする。
▶日中は活動し、昼寝は１時間未満にする。
▶寝る２時間前には食事を済ませる。
▶寝る直前のテレビ視聴や、スマートフォン操作
　は控える。

　１月は、気持ちも新たな１年の始まり。笑顔で

過ごせる楽しい１年となるよう、健康生活の目標

を立ててみませんか？

１月の保健
だより小野  つぐみ  ちゃん／ 10 カ月

日　　時 場　　所

  1 月   2 日（金）10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00

ビードルプラザ
（北側駐車場）

  1 月 26 日（月）
10:00 ～ 12:00 おいらせ農業協同組合

13:30 ～ 16:00 三沢警察署

　全国同様、三沢市でも糖尿病にかかる人が年々増
加しています。検診を受けて血糖値が高めだった方、
病院で食事と運動に気を付けてと言われた方、糖尿
病に興味がある方など、多くの方のご参加をお待ち
しています。
日 　 時　①１月 28 日（水）10:00 ～ 12:00
　　　　　②２月 16 日（月）10:00 ～ 14:00
　　　　　③３月   3 日（火）10:00 ～ 14:00
　　　　　（①は講話のみ、②③は調理実習あり）
場 　 所　保健相談センター
対 　 象　どなたでも参加できます
定 　 員　約 30 人（先着順）
参 加 料　①は無料
　　　　　②③は各 200 円（材料費）
申込期間　１月 5 日（月）
　　　　　  ～ 16 日（金）

★申し込み・問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）

LECTURE
糖尿病予防教室

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　

子

ハローベビークラス（両親学級） １月 16 日（金）  　　  13:30 ～ 15:30
（受付 13:15 ～ 13:30）

保健相談

センター

　内　容　沐浴実習など
　＊予約制です。当日は、母子健康手帳をお持ちください。

プレママクラス（母親学級） ２月   5 日（木） 　　   13:30 ～ 15:30
（受付 13:15 ～ 13:30）

　内　容　マタニティヨガまたは調理実習の選択制
　＊予約制です。当日は、母子健康手帳、バスタオル（ヨガ）、エプロン・
　　三角巾（調理実習）をお持ちください。

４カ月児健康診査 １月 13 日（火） 受付 12:45 ～ 13:15
　＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。
６～７カ月児健康相談 １月 13 日（火） 受付   9:30 ～ 10:00
９～ 10 カ月児健康相談 １月 14 日（水） 受付   9:30 ～ 10:00
１歳６カ月児健康診査
　（平成 25 年５月生まれの幼児） １月 22 日（木） 受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
　（平成 24 年８月生まれの幼児） １月 14 日（水） 受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
　（平成 23 年６月生まれの幼児） １月 21 日（水） 受付 12:30 ～ 13:00

▶乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

成　

人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 １月 16 日（金）         10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 １月 29 日（木）         10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

＊面接は前日までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）

精神疾患をお持ちの方を支えているご家族へ
　皆さんにとって「和やかな場所」や「ゆるりと過
ごせる場所」になってほしいと願い名付けられた、
つどいの場 “ なごみ ”。参加者同士で日頃のことを
話し合える場を、ご提供します。
　見学のみも可能です。お気軽にお越しください。

日　時　２月６日（金）10:00 ～ 12:00
場　所　総合社会福祉センター
対　象　精神疾患をお持ちの方を支えている
　　　　市内のご家族
参加料　無料

★申し込み・問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）

LECTURE
つどいの場 “ なごみ ” へお越しください

大切な人を守るために、ゲートキーパーの輪を広げよう
　近年、心の不調を訴える人が増加し、その中には精神的な病
気を患ったり自ら命を絶つ人もいます。自殺しようとする人は、
前もってＳＯＳのサインを発していることが多く、周囲の支援
で自殺を防げることも少なくありません。
　身近にいる大切な人の悩みに気付き、声を掛け、つなぎ、見
守る “ 命の番人 ” ゲートキーパーになり、かけがえのない命を
守りましょう。
日 　 時　①２月   2 日（月）10:00 ～ 11:30
　　　　　　「ゲートキーパーの役割と対応の仕方を学ぼう①」
　　　　　②２月   9 日（月）10:00 ～ 11:30
　　　　　　「ゲートキーパーの役割と対応の仕方を学ぼう②」
　　　　　③ 2 月 12 日（木）10:00 ～ 11:30
　　　　　　「青森県の自殺の現状と対策」
場 　 所　保健相談センター　２階 大会議室
講 　 師　八戸学院大学  非常勤講師
　　　　　　　　　　　  臨床心理士　瀧澤  志穂  氏（①②）
対 象　市内在住または在勤の方、もしくは
　　　　　以前にゲートキーパー養成講習会
　　　　　を受講したことのある方
定 　 員　約 30 人（先着順）
受 講 料　無料
申込締切　１月 28 日（水）
※３回全ての受講が基本となりますが、選択して受講すること
　も可能です。２回以上受講された方には修了証を交付します。

★申し込み・問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

LECTURE
ゲートキーパー養成講習会

参加者を募集します
　介護予防のための、座ってもできる太極拳です。
日 　 時　１月 23 日（金）、30 日（金）
　　　　　10:00 ～ 11:00
場 　 所　総合体育館
参 加 料　200 円
申込締切　１月 20 日（火）
★申し込み・問い合わせ先　彩凛会　中西（☎ 52-6875）

LECTURE
太極拳ゆったり体操

健康な１年を
笑って過ごす笑って過ごす

健康な１年を
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「踊る私たちも見る人も
　　　楽しくなるよう笑顔で踊りたい」。

上久保ダンスバトンクラブがバトントワーリング全国大会に出場

勢
や
体
の
動
か
し
方
を
何
度
も
何

度
も
練
習
。
指
が
動
か
な
く
な
る

よ
う
な
寒
い
体
育
館
で
、
時
に
厳

し
く
注
意
さ
れ
な
が
ら
も
技
を
磨

い
た
。
ま
た
、保
護
者
は
そ
の
間
、

練
習
す
る
メ
ン
バ
ー
を
支
え
な
が

ら
、
衣
装
を
製
作
。
デ
ザ
イ
ン
か

ら
考
え
、
手
作
り
と
は
思
え
な
い

華
麗
な
衣
装
を
作
り
上
げ
た
。
メ

ン
バ
ー
と
指
導
者
、
保
護
者
が
一

致
団
結
。
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
精
神
力
育
成
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
メ
ン

バ
ー
全
員
で
の
大
会
出
場
を
方
針

と
し
て
活
動
し
て
き
た
上
久
保
ダ

ン
ス
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
、
９
月
の

県
大
会
予
選
を
通
過
。
11
月
2
日

に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第
43
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会
で
は
、
演

技
中
一
度
も
バ
ト
ン
を
落
と
さ

ず
、
会
心
の
演
技
を
披
露
し
た
。

　
「
踊
っ
て
い
る
私
た
ち
も
、
見

て
い
る
人
た
ち
も
、
楽
し
く
な
る

よ
う
笑
顔
で
踊
り
た
い
で
す
」。

全
国
大
会
を
前
に
、
メ
ン
バ
ー
を

代
表
し
て
抱
負
を
語
っ
た
部
長
の

水
野
結ゆ

め夢
さ
ん
（
上
久
保
小
６

年
）。
そ
の
言
葉
ど
お
り
の
華
麗

な
演
技
と
輝
く
笑
顔
は
、
全
国
の

人
々
を
楽
し
ま
せ
、
魅
了
し
た
に

違
い
な
い
。

　

12
月
14
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
千

葉
市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
42
回
バ

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

に
、
上
久
保
ダ
ン
ス
バ
ト
ン
ク
ラ

ブ
が
出
場
。
テ
ー
マ
『
ア
ラ
ジ
ン

と
魔
法
の
ラ
ン
プ
』
の
演
技
を
披

露
し
、
12
歳
以
下
バ
ト
ン
編
成
の

部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

も
と
も
と
上
久
保
小
学
校
の
部

活
動
だ
っ
た
同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

19
年
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
な

り
、
ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
今
年
度
か
ら
は
名
称

を
『
上
久
保
ダ
ン
ス
バ
ト
ン
ク
ラ

ブ
』
へ
変
更
。
現
在
は
、
上
久
保

小
学
校
児
童
を
中
心
と
し
た
４
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
13
人
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。
主
に

バ
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
チ
の

下
舘
舞
さ
ん
が
、
ダ
ン
ス
や
振
り

付
け
に
つ
い
て
は
同
じ
く
坂
本
さ

や
か
さ
ん
が
指
導
。
他
の
部
活
動

と
共
用
す
る
同
校
体
育
館
を
練
習

場
所
に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

練
習
し
続
け
て
き
た
。
演
技
時
間

は
約
３
分
間
。
し
か
し
、
バ
ト
ン

を
複
雑
に
操
り
陣
形
を
組
み
替
え

な
が
ら
踊
る
全
て
の
間
、
頭
か
ら

つ
ま
先
に
至
る
姿
勢
を
維
持
す
る

の
は
大
人
で
も
至
難
の
業
だ
。
メ

ン
バ
ー
は
、
バ
ト
ン
の
操
作
に
加

え
て
取
り
入
れ
た
、
バ
レ
エ
の
姿

MISAWA  SPIRITS
地域で頑張る人々を紹介します

上久保ダンスバトンクラブ
部長の水野結

ゆ め

夢さん（後列右から３番目）をはじめ、明
るく仲のよいメンバーたち。12 月４日、全国大会を前に、
出場報告のため市役所を訪れ、輝くような笑顔を見せた。
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